
計画の体系（新旧対比）

（１）永く暮らせる

～住まいの耐震化と性能の向上～

（２）安全で快適に暮らせる

～安全で豊かな住環境の構築～

（３）歩いて暮らせる

～都市構造を活かした住まいの供給～

（４）安心して暮らせる

～住宅セーフティネットの確立～

①住まいの耐震化の促進

②住まいの省エネルギー化と長寿命化の促進

③住まいのバリアフリー化の促進

①災害や犯罪に強い地域の形成

②地域特性を活かした住みやすさの向上

③空家等の適切な管理の促進と有効活用

①都市拠点における住まいの供給促進

②地域拠点における暮らしの形成

①地域の居住支援機能・サービスの充実

②民間賃貸住宅等への入居支援

③市営住宅の機能強化と有効活用

（１）永く暮らす

～住まいの維持と性能の向上～

（２）安全で心豊かに暮らす

～快適な住環境の構築～

（３）便利に暮らす

～まとまりのある都市づくりに合わせた

住まいの供給～

（４）安心して暮らす

～住宅セーフティネットの促進～

①住まいの耐震化の促進

②住まいの低炭素化の促進

③住まいのバリアフリー化の促進

④マンションの管理適正化及び再生円滑化の推進

①災害や犯罪に強い地域の形成

②自然に囲まれた環境の形成

③空家等の適切な管理と利活用の促進

④子育てしやすい住環境の充実

①都市づくりに合わせた住まいの供給促進

②都市拠点における住まいの供給

③地域拠点における暮らしの形成

①地域の居住支援機能・サービスの充実

②民間賃貸住宅等への入居促進

③市営住宅の適正管理と有効活用

基本目標 施策の展開方向
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